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 とても緊張して臨んだ講演会の司会。開始直前に
ご挨拶した時、気さくに笑顔で対応していただき、
多少緊張がほぐれました。ご多忙中のところ、お時
間を割いて頂いての講演、短い時間でしたが、昨年
のＦ･マリノスがどのように戦ってきたかを熱く語
って下さいました。サッカーの専門的なお話もあり
ましたが、どちらかという
と私達にも通ずる日常の取
り組み方、考え方のお話が
多かったように思います。
この紙面で簡単に講演会を
振り返ってみましょう。 
---------------------- 
Ｆ･マリノスの監督にな
って、まず取り組んだこと
は、意識改革。上手くて能
力のある選手が多いのに煮
え切らないチームという印
象から、技術うんぬんではない気持ちの部分を強化
しようと、４つのテーマを掲げてスタートしました。
まずは“Enjoy”。楽しむという意味です。サッカー
はミスの競技、ミスを恐れ、自分の役割だけをやる
というのはやめて、自分が楽しく生き生きと幸福感
をもってプレイし、観ている人たちにも感動を与え
てほしい。次に“Thinking by Yourself”。これは
自分自身で考えるという意味です。監督がこう言う
からとか誰かがやってくれるとか、そうじゃなくて
選手一人一人が自分で何ができるか考えて自分が
チームを作っているという意識を持ってほしい。そ
して３つ目に“Concentration”。集中するという意
味です。単に練習するのではなく集中して質を上げ

て差をつける。１本のダッシュをきちんと走るか５
m手前で頬を緩めるか。それくらい小さなことをき
ちんとやるチームになってほしい。４つ目は
“Aggressive Play”。ピッチに入ったら戦術やいろ
んな能書きはいらない。目の前の敵に絶対負けない
という強い気持ちを持って戦ってほしい。以上のテ

ーマを実行する為には、コミ
ュニケーションが大事です。
コミュニケーションとは、相
手を知るということから始ま
り、それがすべてなのです。
選手達はひたむきに戦い、優
勝を手に入れ、大きな素晴ら
しい花を咲かせてくれました。
しかし、それを枝や幹となっ
て支えているスタッフ、根と
なり木を支えているボランテ
ィアの方々、そして栄養を与

える土となっているサポーターの皆さん、どれが欠
けてもこの花は咲かなかった、本当にそう思います。
今年もぜひ力を貸していただきたいと思います。 
------------------------------------------- 
後半のインタビューコーナーでは、選手時代の自
分を監督の自分は使わないと発言されたり、監督の
目指すサッカー論を語って下さいました。最後の
「監督をやめて、普通の生活に入ろうとした時に横
浜国際のボランティアの募集があったら応募しま
すか？」の問いに「ぜひ、やりたいと思います」と
お答えになられて、大きな拍手がおこりました。何
年か後は仲間ですね(笑)。 〔編集委員 宮川〕 
＜１月１８日開催／参加者：１６０名＞ 
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横浜国際総合競技場ボランティアだより 

ボランチ【ポルトガル語で舵とり】、わ【輪、和】を意味します    

平成１５年度 研修会 第１弾 

ボランティア講演会 ～岡田監督を迎えて～ 

祝！ 横浜Ｆ･マリノス 2003年Ｊ１リーグ完全優勝！ 

2004年はアジアも視野に、そして、常勝チームに！ 一緒にがんばろう！ 
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平成 15年度 研修会 第 2弾 ～運営の部～ 

  自分たちで何ができるか、今後の活動を考えよう！ 

平成１５度『研修会＆交流会』１月２４日に開催されました。その中の研修会ディスカッション
のテーマ『今後の運営ボランティアの活動を前向きに考える』として３項目が提示され、研修会参
加者は熱心に熱い意見が展開されました。１６のグループに分かれ多くの意見が出されましたが、
複数の組から出された意見をまとめてみました。 

≪テーマ・１≫ 
ボランティア活動で『もっと楽しく、もっと達成感のある活動』にするにはどうしたらよいか。 
・お客さまから「有難う」の感謝の言葉を戴いた時は非常に達成感が味わえた。 
・１日の活動でお客様に大きな声を掛ける事ができ、ボランティア同士のコミュニケーションが 
楽しく気持ち良く出来た時。 
・参加率が落ちている事について、数組から以下の発言がありました。 
① プレゼントやご褒美があっても良いのではないか（マリノスのチケットの無料配布等） 
② 休憩時間中の観戦・ボランティア席の確保（一定の規律とマナーを守る事による） 
→ 観戦する事により臨場感を味わいたい。 

・リーダーによって言う事が違う、指示等については統一して欲しい。又新人には優しく丁寧に
説明をしてもらいたい。 
≪テーマ・２≫ 
活動で『もっと親しく もっと気持ちよく活動』にするにはどうしたらよいか 
・旧人の人たちは、仲間同士、又はグループ化されていて新しい人たちにとっては中に入れない
雰囲気が出来ている。（新旧の間に壁があるのではないか） 
・当日の配置が決まり、グループごとに集まってリーダーの活動説明の前に、グループ全員の自
己紹介をする事により親密感が沸く。 
・休息時間中に、もっといろんな人と雑談をする事によりコミュニケーションを図る。 
・人員の配置で、暇のところと忙しい部署とがある。グループ間の応援が出来るように活動に柔
軟性を持たせる。 
・ＩＤカードの名前の活字が小さく見難い。 
〔これについては事務局がすぐに対応して頂き、１６年度のＩＤカードより大きくなります〕 
≪テーマ・３≫ 
ボランティア個人の特性を生かしながら、今後どんな活動が展開できるか 
・自主活動を多くする事により、ボランティア同士の活動を活発にする。 
・名簿を作成する事によりボランティア同士の横の繋がりができてくる。「個人情報の兼ね合い
も有るが」電話、メールアドレス、趣味、特技等公表できる人は登録する。 
・ここのボランティアは活動で自分の意思が発揮する場面が少ない。自分でテーマを持って活動
を行いたい。 
・ボランチわで、新人紹介欄を設けて欲しい。 

その他沢山の意見が出されていました。出された意見への対応はこれ
から自分たちで導き出していかなければなりません。１６年度からの新
体制として部会制が発足いたします。「部会に入る事により、自ら積極
的に情報を得て自分の特性を生かした活動に取り組んで行きたい」との
ご意見も有りました。賛成です。研修会で意見を言うだけではなく、新
体制に入り自分の思っていることを積極的にアピールする事も必要で
はないかと思われます。議事録をまとめるにあたり、ボランティアＯさ
んのメモを了解の上活用させていただきました。ここにお礼申しあげま
す。                  〔編集委員 高瀬〕 

自主活動発表も行い
ました。 
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‚Ü‚³‚É  Thinking by yourself !!  
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